
指
定
管
理
者
制
度�

導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト
は�

協
働
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク�

発
行
後
の
反
響
は�

情
報
シ
ス
テ
ム
経
費
調
査�

分
析
委
託
の
効
果
は�

ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場�

半
年
間
の
成
果
は�

教
育
振
興
費�

保
護
者
の
負
担
は�

市　　　　税�

国 庫 支 出 金 �

都 支 出 金 �

地 方 交 付 税 �

繰 　 入 　 金 �

基 地 交 付 金 �

地方消費税交付金�

市　　　　債�

繰 　 越 　 金 �

使用料及び手数料�

そ 　 の 　 他 �

民 生 費 �

総 務 費 �

教 育 費 �

衛 生 費 �

土 木 費 �

公 債 費 �

消 防 費 �

議 会 費 �

商 工 費 �

農林水産費�

そ の 他 �

歳　入 歳　出

84億9,450万5,782円（37.3％）�

平成19年度 平成18年度

平成19年度　一般会計決算の款別内訳

33億2,999万3,520円（14.6％）�

24億2,758万5,499円（10.7％）�

20億4,090万8,000円（9.0％）�

17億9,591万3,866円（7.9％）�

14億4,073万5,000円（6.3％）�

6億2,348万円6,000円（2.8％）�

5億7,760万円（2.5％）�

4億7,842万4,632円（2.1％）�

4億4,259万4,304円（1.9％）�

11億815万5,158円（4.9％）�

国 有 提 供 施 設 等 �
所在市町村助成交付金�

81億3,719万8,534円（36.3％）�

24億7,334万1,867円（11.0％）�

43億5,763万5,666円（19.4％）�

21億9,735万438円（9.8％）�

25億1,358万566円（11.2％）�

12億7,710万7,844円（5.7％）�

9億3,677万160円（4.2％）�

2億7,811万3,833円（1.2％）�

   5,675万76円（0.3％）�

1億1,660万426円（0.5％）�

9,931万6,087円（0.4％）�
労働費
諸支出金
予備費
災害復旧費

地方譲与税�
利子割交付金�
配当割交付金�
株式等譲渡所得割交付金�
自動車取得税交付金�
地方特例交付金�
交通安全対策特別交付金�
分担金及び負担金�
財産収入�
寄附金�
諸収入�

歳入合計　227億5,990万1,761円� 歳出合計　224億4,376万5,497円�

（　）内の数字は合計に占める割合

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら�

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら�

�

　
問
　
市
民
税
等
の
不
納
欠

損
額
が
減
っ
て
い
る
。
前
年

度
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
収

納
努
力
を
し
た
の
か
、
ま
た

そ
れ
に
よ
り
ど
の
程
度
の
収

入
増
と
な
っ
た
の
か
伺
い
た

い
。

　
答
　
新
た
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
納
税
を

呼
び
か
け
る
電
話
催
告
、
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
方
式
に
よ
る
自

動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
動

産
の
差
し
押
え
、
ま
た
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
効
果
も
ね
ら
っ
た

オ
ー
ト
バ
イ
等
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
行
っ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
収

納
率
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

滞
納
繰
越
分
の
収
入
額
は
前

年
に
比
べ
て
微
減
と
な
っ
て

い
る
。

　
問
　
地
方
交
付
税
が
当
初

予
算
の
二
二
億
円
が
途
中
で

補
正
を
し
、
最
終
的
な
調
定

額
が
二
〇
億
円
と
二
億
円
の

減
額
に
な
っ
た
が
、
国
の
税

源
移
譲
で
減
額
に
な
っ
た
こ

と
と
市
税
の
減
額
に
つ
い
て
、

市
は
財
政
的
に
ど
の
よ
う
に

判
断
し
て
い
る
か
。

　
答
　
市
税
と
交
付
税
の
関

係
で
は
、
市
税
が
減
額
す
れ

ば
交
付
税
が
増
加
す
る
の
が

本
来
の
制
度
の
仕
組
み
だ
が
、

両
方
と
も
減
少
と
い
う
の
が

三
位
一
体
の
改
革
以
来
続
い

て
お
り
、
今
回
の
普
通
交
付

税
の
減
少
も
基
準
財
政
需
要

額
が
減
と
な
っ
た
も
の
で
、

昨
年
度
よ
り
一
億
三
二
〇
〇

万
円
ほ
ど
減
額
し
て
い
る
が
、

市
税
の
収
入
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
両
方
と
も
減
少
傾
向

に
あ
る
と
い
う
事
態
で
、
財

政
上
は
非
常
に
大
変
な
状
況

に
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
問
　
学
童
ク
ラ
ブ
、
児
童

館
が
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
一
年
経
過
し
た
が
、

導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
、

財
政
面
の
評
価
な
ど
子
ど
も

た
ち
が
元
気
な
方
向
に
向
か

っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
答
　
毎
月
児
童
館
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
責
任
者
か
ら
報
告

が
あ
り
、
一
生
懸
命
地
域
に

溶
け
込
も
う
と
す
る
姿
勢
が

見
受
け
ら
れ
る
。
ま
だ
一
年

目
で
は
あ
る
が
、
徐
々
に
地

域
に
馴
染
ん
で
き
て
い
る
状

況
が
伺
え
、
開
館
日
も
拡
大

し
て
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
と
い
う
点
で
は
、
か
な
り

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
財
政
面
で

も
約
一
〇
八
一
万
円
の
経
費

削
減
と
な
っ
た
。
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
や
勉
強
を
通

じ
、
子
ど
も
た
ち
に
は
元
気

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
問
　
職
員
の
協
働
に
対
す

る
理
解
促
進
を
図
る
た
め
の

手
引
き
書
と
し
て
「
協
働
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

た
が
、
発
行
し
て
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

　
答
　
「
協
働
」
と
は
何
か

な
ど
、
実
践
例
と
し
て
七
夕

ま
つ
り
等
を
取
り
入
れ
作
成

し
た
。
各
課
に
一
名
配
属
し

て
い
る
協
働
事
業
推
進
員
が

作
成
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、

共
通
認
識
が
図
れ
た
も
の
と

思
う
。
ま
た
、
本
年
に
は
課

長
補
佐
以
下
の
職
員
を
対
象

に
、
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め

有
効
活
用
研
修
を
開
催
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

　
問
　
情
報
シ
ス
テ
ム
経
費

調
査
分
析
委
託
料
二
九
四
万

円
の
期
待
さ
れ
る
結
果
と
効

果
は
何
か
。
ま
た
、
委
託
先

は
業
者
名
で
な
く
個
人
名
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
力
量
を
お

持
ち
の
方
か
伺
い
た
い
。

　
答
　
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
協
会
か
ら
推
薦
を
受
け

た
方
で
、
中
央
官
庁
も
含
め

自
治
体
で
の
活
動
経
験
を
お

持
ち
の
中
小
企
業
診
断
士
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
資
格
を
有
す
る
方
で
あ

る
。
調
査
は
、
Ｉ
Ｔ
経
費
が

増
大
し
て
い
く
中
、
経
費
の

適
正
化
・
削
減
の
方
策
に
つ

い
て
提
言
を
期
待
し
た
も
の

だ
が
、
特
効
薬
の
よ
う
な
も

の
は
即
出
て
来
な
か
っ
た
が
、

計
画
を
つ
く
る
段
階
で
シ
ス

テ
ム
の
詰
め
を
甘
く
し
な
い

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

の
指
摘
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　

　
問
　
一
九
年
度
の
秋
に
始

ま
っ
た
六
小
の
ふ
っ
さ
っ
子

の
広
場
の
半
年
間
の
成
果
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
答
　
延
べ
五
〇
六
六
名
、

一
日
平
均
四
三
・
四
人
の
児

童
が
参
加
し
、
延
べ
三
七
四

名
の
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
で
完
全
な
見
守
り
の

も
と
子
ど
も
同
士
、
地
域
の

大
人
と
の
交
流
も
含
め
、
放

課
後
、
子
ど
も
が
過
ご
す
場

所
が
ふ
え
た
。
保
護
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
安
全
安
心

に
過
ご
せ
る
場
所
が
で
き
て

よ
か
っ
た
、
異
年
齢
の
子
ど

も
同
士
が
遊
べ
、
地
域
の
方

と
の
か
か
わ
り
も
で
き
た
等

の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

　
問
　
教
育
振
興
費
の
修
学

旅
行
等
負
担
補
助
金
、
修
学

旅
行
扶
助
費
の
小
、
中
学
校

の
保
護
者
負
担
の
状
況
、
そ

の
パ
ー
セ
ン
ト
を
伺
い
た
い
。

　
答
　
小
学
校
の
修
学
旅
行

経
費
は
七
校
平
均
二
万
四
九

七
四
円
、
う
ち
保
護
者
負
担

は
一
万
七
四
七
四
円
で
三
〇
・

〇
三
％
の
補
助
率
、
対
象
者

は
五
三
九
人
。
扶
助
費
は
全

額
市
負
担
で
、
対
象
者
は
一

一
三
人
。
中
学
校
は
一
人
平

均
四
万
九
六
四
五
円
の
う
ち
、

保
護
者
負
担
は
三
万
四
三
四

五
円
で
三
〇
・
八
二
％
の
補

助
率
、
対
象
者
は
四
八
一
人
。

扶
助
費
は
市
が
全
額
負
担
し

て
お
り
、
対
象
者
は
一
〇
二

人
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な�

収
納
努
力
を
し
た
の
か�

　
今
回
の
定
例
会
に
、
平
成
一
九
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び

五
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
会
議
で
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
一
八
名
で
構

成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
さ
れ
、
九
月

九
日
か
ら
一
二
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
特
別
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
建
設
環
境
委
員
会
、
市
民
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。�

平
成
一
九
年
度

平
成
一
九
年
度�

決
算
の
概
要

決
算
の
概
要�
平
成
一
九
年
度�

決
算
の
概
要�

地
方
交
付
税
と
市
税
減
額�

市
の
財
政
的
判
断
は�

決
算
討
論�

　
本
会
議
に
お
い
て
、
次

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
平
成
一
九
年
度
福
生
市

一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　
■
賛
成

　
保
育
園
民
営
化
や
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
実
施
、

電
話
催
告
事
業
な
ど
で
積

極
的
な
市
税
収
納
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

未
納
問
題
に
は
な
お
一
層

の
努
力
を
お
願
い
し
、
賛

成
す
る
。

　
■
賛
成

　
予
算
編
成
時
の
市
長
の

課
題
認
識
を
福
生
市
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
産
業

振
興
策
、
後
年
度
負
担
、

協
働
な
ど
の
観
点
か
ら
複

眼
的
に
見
て
、
あ
る
程
度

の
評
価
を
し
て
し
か
る
べ

き
と
考
え
賛
成
す
る
。

　
■
賛
成

　
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
、

健
康
増
進
、
保
育
事
業
、

都
市
基
盤
整
備
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
積
極
的
に

取
り
組
み
、
市
民
参
加
の

認
識
の
も
と
全
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
お
り
、

賛
成
す
る
。

　
■
反
対
　
多
大
な
職
員

の
努
力
や
工
夫
が
あ
っ
た

こ
と
は
確
認
し
た
が
、
こ

の
決
算
が
住
民
い
じ
め
の

予
算
編
成
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
反
対

す
る
。


